










学 位 の 種 類




北 村 吉 朗
きた むら よし ろう
工 学 博 士
論 工 博 第 872号
昭 和 51年 3 月 23日
学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当
異相系における液柱の挙動と満生成に関する研究
(主 査)
論 文調査 委員 教 授 江 口 禰 教 授 吉 岡 直 哉 教 授 水 科 篤 郎

































































(5) 回転円板から規則的に発生する 1igaments と呼ばれる液柱の挙動と滴生成機構は,回転円板の周
辺に等間隔に配置された仮想ノズルを考えることにより理論的に取扱いうることを示し,仮想ノズルの径
と数とを液物性及び操作条件と関係づけている｡
(6) 異相液液系における液柱表面乱れの最大成長速度は周囲流体の慣性力を無視したときの解と粘性力
を無視したときの解とで関係づけられると仮定して最大成長速度を求め,その結果が友近の厳密解と数値
的によく一致することを示した｡著者の提案した方法は計算が容易であるばかりでなく,液物性や操作条
件の影響を簡単に把捉する上で便利である｡
(7) 屯力場及び遠心力場における異相液液系の安定な層流液柱の挙動と!li)鋸南径は安定性理論に基づい
て計算される値とよく一致することが示され,また層流液柱形成の操作条件が実験的に明らかにされた｡
以上を要するに,本論文は異相流体中へ液を流出させたときに形成される液柱の挙動と滴生成について
種々の条件下で理論的,実験的に研究し,それらが本質的には同じ現象であり,液柱表面の流体力学的安
定性理論を適用してノズルの設計及び接触界面積の推算が可能であることを示したものであり,学術上は
もとより工業的にも寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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